
岩手県内の対策概況①（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

衣川
地区 ○衣川地区

・山腹工 １箇所

○産女川地区
・渓間工（谷止工） ２基

磐井川地
区上流

胆沢川
地区

○磐井川（ニゴリ沢地区）
・渓間工（谷止工） ２基
・山腹工 １箇所

○産女川地区
・渓間工（谷止工） ２基

岩手南部森林管理署
主要災害復旧箇所 位置図

産女川
地区

○磐井川地区 上流
・渓間工（谷止工） ３基
・山腹工 ２箇所

：国有林野内治山災害関連緊急事業・国
有林野内直轄治山施設災害復旧事業

：直轄治山災害関連緊急事業・磐井川地
区民有林直轄治山事業

：林道災害復旧事業（国有林）

平成22年8月6日現在

平成21年度末までに、国有林治山事業で渓間工４０基、山腹工６箇所、民有林直轄治山事業で渓間工４基、山腹

工４箇所、林道災害復旧事業で１２路線を整備しました。

林道工事 １２路線

○胆沢川地区
・渓間工（谷止工） ２１基
・山腹工 ３箇所

○磐井川（市野々原地区）
・山腹工 ３箇所
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岩手県内の対策概況②（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

平成22年度は、 国有林治山事業で渓間工１基、山腹工１箇所、民有林直轄治山事業で山腹工２箇所を整備します。

平成22年8月6日現在

国有林野内直轄治山事業箇所

民有林直轄治山事業箇所

○真湯治山工事
山腹工 １箇所

○産女川治山工事
ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止工（渓間工） １基
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○磐井川Ⅳ治山工事
山腹工 １箇所

○ニゴリ沢第三工区治山工事
山腹工 １箇所
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岩手県内の対策概況③（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

被災地の復旧状況（渓間工）

【工事概況】
震災によって荒廃した渓流において渓床を安定させ渓岸浸食を防ぐ谷止工などにより、復旧対策を行いました。

コンクリート谷止工

【平成21年度までに完成した代表的な工事】

産女川上流部の
荒廃状況

（平成21年10月13日）

（産女地区
産女川上流）

セル式ダム

（産女地区
産女川上流）

磐井川地区
一ッ石沢

平成22年8月6日現在

平成21年10月完成

平成21年3月完成

平成21年4月に

発生した土石流
を止めました→

平成21年7月完成
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INSEM鋼製谷止工

完成間近の平成21
年10月の台風18号
により発生した土石
流を止めました→
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岩手県内の対策概況④（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

被災地の復旧状況（渓間工）

【工事概況】
震災によって荒廃した渓流において渓床を安定させ渓岸浸食を防ぐ谷止工などにより、復旧対策を進めています。

（産女川地区）

【平成22年度の代表的な工事予定箇所】

平成22年8月6日現在

平成22年6月8日撮影

谷止工施工箇所

産女川上流部崩壊地

桂

沢

林

道

工期： 平成23年 3月10日

産女川上流部崩壊地に堆積している大量の不安定土砂
が下流に流出するのを防ぐため、谷止工を施工しています。

（工種） コンクリート谷止工 1基

工事の現況

コンクリート谷止工施工箇所の床堀をしています。



岩手県内の対策概況⑤（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

被災地の復旧状況（山腹工） 【 工事概況 】斜面の安定を図る山腹工を行いました。

【 平成21年度までに完成した代表的な工事 】

（胆沢川地区 ナガドロ沢）

施工区上部にある沼の生
態系を保護する工法で不
安定な斜面を安定させ、
山腹緑化工を行いました。

（胆沢川地区 前川）

不安定な土砂の移動を防
ぐ土留工、緑化によって斜
面の浸食を防ぐ山腹緑化
工を行いました。

平成22年8月6日現在

平成21年9月30日完成

(磐井川地区 東桂沢）

不安定な斜面を安定させ
るため法枠工を施工し、
山腹緑化工を行いました。
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岩手県内の対策概況⑥（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

被災地の復旧状況（山腹工）

【 平成22年度の工事予定箇所 】

不安定な土砂の移動を防ぐ土留工、緑化によっ
て斜面の浸食を防ぐ山腹緑化工を行います。

□H22年度予定箇所

磐井川地区
市野々原

工事の現況

工区最下部の鋼製枠土留工が完成し、その上部に盛
土をしています。

上部は安定斜面に整形し、広葉樹を植栽しました。

工区中腹のNo.2鋼製枠土留工を組み、詰め石をしてい

ます。詰め石は、隙間がないように手積みします。

平成22年8月6日現在
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工期：H.22年10月31日
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震源 高手山

【 工事概況 】斜面の安定を図る山腹工を行っています。

No.2鋼製枠土留工

前面は石が出
ないように並べ
ます。



岩手県内の対策概況⑦（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

被災地の復旧状況（山腹工）

【 平成22年度の工事予定箇所 】

平成22年8月6日現在

（真湯地区）

不安定になった
尾根の土砂を取り
除き、落石を防止
するため石を除去
し、緑化を行いま
す。

工事の現況 地震によって崩れた尾根の不安定土砂を取り除いています。

不安定な斜面を
安定させるため法
枠工を行いました。
地すべりの原因と

なるすべり面付近
の地下水を排除す
る集水井を設置し
ました。

工事の現況

排土工を進め、鋼製枠土留工に
着手しています。

ニゴリ沢地区
ニゴリ沢

一関市

工期：

H.22年11月30日
工期：

H.22年12月10日

R342
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【 工事概況 】斜面の安定を図る山腹工を行っています。

鋼製枠土留工

木柵を設置して
降雨による斜面
浸食を防ぎます

□H22年度

予定箇所

□H22年度
予定箇所



岩手県内の対策概況⑧（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

林道の復旧状況

【工事概況】
地震災害のあった林道については、２１年度までに全ての工事（12路線）を終了しています。

【平成21年度までに復旧した代表的な林道】

平成22年8月6日現在

林道法面の緑化について

平成22年9月に法面に種子を

吹き付けて緑化します。

緑化工は種子の発芽および生
存率を考慮し、雪、梅雨、および
夏期を避けて行います。

（尿前林道）

平成22年1月28日完成

（桂沢林道）

平成21年12月24日完成

（大寒沢林道）

平成21年2月27日完成
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岩手県内の対策概況⑨（東北森林管理局 岩手南部森林管理署）

現地調査の結果

安全管理体制の充実

【岩手南部森林管理署管内震災現場安全対策協議会】
復旧工事現場の連絡・調整及び安全衛生活動を実施するため、流域ごとに請負業者による
安全対策協議会を設立しました。（５流域）

・平成21年4月10日に全体会議及び分科会を開催しました。

・磐井川・産女川・胆沢川 各地区に設置した土石流センサー、監視カメラからの情報では、現地の異状は確認されてい
ません。（平成21年3月13日12:00現在）

・市野々原・磐井川・産女川・胆沢川・衣川の各地区の現地調査（平成21年3月12日）を実施しましたが、前回に比べ、被害

の拡大は確認されませんでした。

・平成20年12月20日 第８回山地災害対策検討会を開催しました。

市野々原地区地すべりについての対策を含め、岩手・宮城内陸地震による山地災害に係る治山計画のとりまとめが行わ
れました。※山地災害対策検討会の資料等については、東北森林管理局のホームページ

（http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/koho/saigaijoho/kyoku/kentokai/index.html）をご覧下さい。

技術研修会での発表

【岩手・宮城内陸地震災害復旧技術研修会】
地震発生から１年経過した平成２１年６月１８日一関文化センターにおいて、大学教授、林野庁、国土交通省、岩手

県等から震災復旧状況について講演がありました。
岩手南部森林管理署では次長が「岩手・宮城内陸地震で行った岩手南部森林管理署の対応について」と題して約４

００名の参加者の前で講演しました。

平成22年8月6日現在


